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『ナイトコール』とは何とも思わせぶりなタイトルだが、本作のそれは、19

時 43 分に鍵屋の青年にかかってきた電話のことだ。それだけなら日常生活の

ありふれた情景の一つだが、「一晩で展開するスリリングな追跡劇」を目指し

たベルギーの若手監督が自ら書いた脚本は、そこから、あっと驚く非日常の世

界へ！なぜ俺がこんなとばっちりを？それは当然の思いだが、なぜあんな若い

美女が、こんな大それた悪巧みに加担したの？ 

冒頭から続く暗いスクリーンは視力の衰えた私には苦痛だが、「フィルムノ

アールからアクション満載のサバイバルまで、ジャンルを意欲的に融合させた

手加減なしのクライムスリラー」たる本作には、そんな暗い映像がピッタリ。

ネタ明かしの手順にも納得だが、ラストのクライマックスにおける２人の主人

公の明暗をあなたはどう考える？ベルギー発の若い監督の才能に拍手！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■「掘り出しモノ探し」でベルギー発の話題作に遭遇！■□■ 

日本の劇場で2024年の 1年間に公開された洋画と邦画は合計1,190本（洋画685本、

邦画 505本）だが、近時は有名作品とそうでない作品との格差がどんどん拡大している。

とりわけ、近時はくだらないけれども宣伝力だけは勝っている方が多いのでご用心！逆に、

宣伝ラインには乗っていないけれども、劇場のチラシや新聞紙評を丹念に読んでいれば遭

遇する良作もあるので、丹念な情報収集作業が大切だ。 

そんな中、チラシに「ベルギーのアカデミー賞と称されるマグリット賞10部門をはじめ

数々の賞に輝くクライムアクションスリラーの傑作が日本に上陸！！」、「“容赦ない、刺激

的なアクションスリラー”」等の見出しが躍る本作に遭遇！「ベルギーのアカデミー賞」と

称されるマグリット賞 10 部門をはじめ数々の賞に輝くクライムアクションスリラーの傑

ナイトコール 

（La nuit se traîne） 
2025年／ベルギー・フランス映画 

配給：スターキャットアルバトロス・フィルム／90分 

2025（令和7）年11月1日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★★ 
監督・脚本：ミヒール・ブランシャ

ール 

出演：ジョナサン・フェルトレ／ナ

ターシャ・クリエフ／ジョ

ナ・ブロケ／ロマン・デュリ

ス／トマ・ミュスタン／サ

ム・ルーウィック／ナビル・

マラット／クレール・ボドソ

ン／グレアム・ギット／マル

コ・マース 

２０２５－１０５ 
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作たる本作の出来は？ 

■□■主人公は鍵屋の青年！依頼主は若い女性！その出会いは？■□■ 

『ナイトコール』とは思わせぶりなタイトルだが、本作ではそれは、昼は学生、夜は鍵

屋として働く青年マディ（ジョナサン・フェルトレ）にある晩かかってきた 1 本の電話の

ことを指しているらしい。「年中無休、24 時間営業」を“売り”にしている鍵屋のマディ

が、「ナイトコール」を受けてすぐにクレールと名乗る若い女性（ナターシャ・クリエフ）

のアパートに駆けつけたのは当然だが、事前の料金請求や身分証提示要求にもかかわらず、

「それらは部屋の中にある」と言われたら、仕方なし。さらに、開錠後、部屋に入ったク

レールから、「現金を下ろしに行くので、部屋の中で、身分証を確認しながら待っていて。」

と言われたら、それも仕方なしだ。すると、部屋の中で待つマディの携帯が鳴り、クレー

ルから「すぐに部屋を出て！」と言われたが、急にそんなことを言われても・・・？ 

■□■なぜ俺がこんな“とばっちり”を！？■□■ 

クレールからの電話を受けたマディが躊躇していると、部屋の中にいきなり男が入って

きたからビックリ。マディは慌ててベッドの下に潜り込んだが、発見されそうになったた

め、ベッドをひっくり返して逃走！しかし、所詮マディは素人だが、追いかけてくる相手

はどうもプロらしい。たちまち「御用！」となったから、さあ大変だ。 

マフィアのボスらしいヤニック（ロマン・デュリス）の説明によると、この部屋の住人

も、持ち出されたバッグもすべてクレールのものではなく、マフィアのものだったらしい。

すると、あの若い女、クレールはマフィアの大金を持ち逃げするという大それたことをし

でかしたの？このままではマディは殺されても仕方ない状況だが、意外にも（？）冷静沈

着なヤニックはマディに対して、自身の無実を証明するための取引を提案。マディに与え

られた時間は朝までの数時間。それまでにクレールとバッグを見つけなければならないこ

とに・・・。 

■□■こんな映画には暗い映像がピッタリだが・・・■□■ 

本作はベルギーの若手監督ミヒール・ブランシャールが自ら脚本を書き演出した作品だ

が、その最大のポイントは「一晩で展開する映画」であること。つまり、制限を設けた物

語構成が好きなミヒール・ブランシャール監督は、「時間の統一性をベースにしたスリリン

グな追跡劇」を描くことに固執したわけだ。そんなミヒール・ブランシャール監督の構想

によって完成した本作は、「フィルムノアールからアクション満載のサバイバルまで、ジャ

ンルを意欲的に融合させた手加減なしのクライムスリラー」になっている。 

他方、そんな本作には、暗い映像がピッタリとフィット！そのため、本作は当初から暗

いモノクロ画面で始まっていくので、それに注目！もっとも、近時視力の衰えている私は

こんな暗い画面は苦手だ。そのため目をいっぱい見開いて凝視しなければならなかったが、

それでもやはり本作のような「手加減なしのクライムスリラー」には、暗い画像がピッタ

リだ。 
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■□■“キーマン”はクレールの兄テオ！彼の思惑は？■□■ 

「一晩で展開する映画にしたいと思った」というベルギーの若手監督が書いた、「時間の

統一性」をベースにしたスリリングな追跡劇」たる本作の脚本では、主人公のマディもク

レールも“善良な男女”だが、“キーマン”になるクレールの兄のテオ（ジョナ・ブロケ）

は？本作では、マフィアのボスであるヤニックの下で働くマフィアの一員であるテオこそ

が、マフィアの金を妹のジュリーと共に持ち逃げするという“大それたこと”を企んだ張

本人であることが後半

から明らかになってく

るので、それに注目！ 

もっとも、それまでは

なぜこんな展開になる

のかが、マディにはもち

ろん観客にもわからな

かったが、裏切り者がテ

オだということが判明

すると、その後はあまり

にも想定通りの展開に

なっていくのは少し不

満も・・・？ 

■□■クライマックスに向けた明暗をどう考える？■□■ 

19 時 43 分に鍵屋のマディに「ナイトコール」をかけた若い女性クレールの本名がジュ

リーであることが判明する後半からは、午前6時12分発アムステルダム行き始発電車にマ

フィアから奪った大金を持ったジュリーが兄のテオと合流して乗ることができるか否かが

クライマックスに向けての焦点に。そして、そのストーリー展開はかなりスリリングなも

のになってくる。すべての事態が判明し、マフィアの大金が消えたことについて、マディ

には何の責任もないことが明らかになったのだから、マディの立場からはクレールとテオ

の逃走劇とは無関係だが、そこにマディが“介入”することによってラストの明暗がはっ

きり分かれるので、それに注目！ 

テオの企みが金を持った妹のジュリーと合流してアムステルダム行きの始発電車に乗る

手筈であることを知ったヤニックが、駅で 2 人を捕らえようとしたのは当然。しかして、

それを巡って本作が迎えるラストに向けたクライマックスと、そこに見る２人の主人公の

明暗はあなた自身の目でしっかりと！そして、本作の結末をあなたはどう考える？ 

2025（令和7）年11月8日記 


